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機械学習において，大規模なデータセットからの学習結果を得たのちに，その一部の値が変化した場合

を考える．このとき，変化後のデータセットに対応した学習結果を得るためには，一般にデータセット

全体の大きさに比例するという，大きい計算コストが必要となる．本研究では，変化後のデータセット

に対する学習結果を厳密に求めることなく，学習結果の変動の上界を高速に，具体的にはデータセット

の値が変化した箇所の個数のみに比例する時間で計算することを考える．学習結果の変動を高速に検知

できることは，（大きい計算コストが必要な）再学習を行うべき時期を判断するのに利用できるなどの

応用がある． 

本研究では特に正則化付き経験損失最小化問題を対象とする．そして，正則化関数が強凸である（L2 ノ

ルム+凸関数の形でかける）場合や，損失関数が平滑である（勾配がリプシッツ連続である）場合に，学

習結果の変動の上界を高速に得る計算方法を示している．具体的な方法としては，解くべき凸最適化問

題の双対問題を考え，その“duality gap”を用いて学習結果の変動の上界を与えている． 
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